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24日の海外市場の影響もあり、週明けの国内株式市場は下落

 新型コロナウィルスの影響で海外株式市場の下落を受け、週明けの国内株式市場は下落しました。
 事態が長期化しなければ、国内向けにビジネス展開している企業やJ-REITへの影響は比較的小さいとみています。

東証REIT指数の推移

（指数値）
（期間：2019年12月末～2020年2月25日）

 新型コロナウィルスの感染拡大懸念が再び拡がったことで、24日の米国株式は先週末対比3.4％程度下落、欧州株式は

同4％程度下落しました。これを受けて、25日の国内株式は同3.3％下落しました。
＊

 韓国、イタリア、中東でも新型コロナウィルスに対する感染拡大が報じられたことで、世界のサプライチェーンに悪影響を与え、世

界景気の減速が避けられないとの見方が強まっています。国内株式市場においても株安、リスクオフの流れとなる可能性があり、

今後の動向を注視する必要があります。

新型コロナウィルス問題は、短期的には国内経済の減速要因に

 事態が早期収束に向かうことが期待されますが、国内株式市場では、これまでの楽観論よりもサプライチェーンが機能せず実体

経済への悪影響を懸念するとの見方が強まっています。但し、内需向けにビジネス展開をする企業では、現時点では大きな支

障はみられておらず、事態が長期化しなければ、これらの企業への影響は限定的なものにとどまるとみています。

 J-REIT市場は、旅行者向けのビジネスを行うホテルREITなどへの影響は懸念されますが、下げ幅は限定的です。株式市場

でリスクオフ姿勢が強まっていることもあり、事態が長期化しなければ、安定した賃料収入が期待できるJ-REITは今後も堅調

に推移するとみています。

出所：FactSetデータをもとに明治安田アセットマネジメント作成

短期的な収束を期待しますが、国内株式市場に対するリスクオフ姿勢が続くと予測。
内需向け事業を展開する企業やJ-REIT市場への影響は、事態が長期化しなければ限定的。

一旦回復しましたが
2月に入り軟調

東証株価指数（TOPIX)の推移

（指数値） （期間：2019年12月末～2020年2月25日）

（月/日）

J-REIT市場への
影響は限定的

＊米国株式の騰落率はS&P500種株価指数、欧州株式の騰落率はDAX指数、CAC40指数等、国内株式の騰落率はTOPIX指数をベースに算出。

（月/日）


